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Abstract. 
This study aimed to investigate experiences and concerns related to symptoms of menstrual discomfort in female students, 
and obtain basic data for yogo teachers to provide health consultation. A questionnaire survey was conducted involving 334 
female students from B College and Junior College located in A Prefecture.  
Although the students had already reached sexual maturity, 30% of them had an irregular menstrual cycle. Almost all 
subjects had experienced some kind of discomfort during the premenstrual and menstrual phases, and a majority of the them 
had experienced severer discomfort during menstruation. Although “taking medicines” was the most common self-care to 
relieve menstrual cramps, the number of subjects who “endure” menstrual pain was also high. Seventy-percent of the subjects 
had calculated the first day of their next expected menstrual cycle. Most of such subjects had experienced pain severe enough 
to affect their daily activities, and a half of them desired to learn about menstrual health. 
The results suggest the need for yogo teachers to provide education on menstruation according to the stages of development, 
and instruct students to seek health consultation from them. 
 


























































































者 11 名、30 歳以上の者 3 名、子どもがいる者 1 名を
除いた、334 名を分析対象者とした。 
1．対象者の属性 
対象者の属性を表 1 に示した。大学生 149 名、短大
生 185 名で、年齢は 18.9±1.0 歳であった。身長は





I18.5～BⅯI25 未満）」231 名 69.2％、「肥満（BⅯI25
以上）」36 名（10.8％）であった。居住状況は、「一人






と定義 6)されている 10 歳以上 15 歳未満で発来した者
が 92.8％、10 歳未満で発来した早期月経が 1.2％､15
歳以上で発来した遅発月経が 6.0％であった｡平均初
経年齢は 12.1 歳で､11 歳と 12 歳が 5 割以上を占めて
いた。     
































 月経持続日数を表 4 に示した。正常範囲と定義 6)さ
れている「3～7 日」が 94.3％、過短月経と定義されて
いる「2 日以内」は 0.6％、過長月経と定義されている































図 2 月経（前・中）の不快症状の程度 















































図 3 不快症状と日常生活への支障 
   人数（％） 
  月経前 月経中 有意差 
支障なし 249（74.6） 166（49.7） 
** 
支障あり 85（25.4） 168（50.3） 
    ｎ＝334 
項     目 人数（％） 
毎回規則的 110 （32.9） 
まあまあ規則的 119 （35.6） 
あまり規則的でない 67 （20.1） 
不規則 38 （11.4） 
   ｎ＝334 
項  目 人数（％） 
  3～7 日 315 （94.3） 
  2 日以内 2 （0.6） 




































い」者は 3 割近くいた。 
 






























































予測している 113（68.0） 123（73.2） 
n.s. 
予測していない 53（31.9） 45（26.8） 
強く望む 7（ 4.2） 15（8.9）   
望む 56（33.7） 87（51.8） ** 
望まない 103（62.0） 66（39.3）   
  支障なし 支障あり 有意差 
強く望む 10（ 4.0） 12（14.1）   
望む 98（39.4） 45（52.9） ** 
望まない 141（56.6） 28（32.9）   
 N＝334
項   目 人数（％） 






何もしていない  98（29.3） 
スケジュール帳  79（23.7） 
基礎体温測定  1（ 0.3 ） 
 支障なし 支障あり 有意差 
予測している 168（67.4） 68（80.0） 
* 










身体を動かす  20（ 6.0）
病院に行く   1（ 0.3）
























































































































































































































12.1±1.4 歳であり、月経周期が規則的な者は約 7 割、















症状を有し、月経前で 3 割、月経中で 5 割の者が日常
生活に支障があった。不快症状の割合は全国の 11～54
歳の女性 27,106 名を対象とした松本の調査 2)及び、18
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